
 

注）赤線記載例は実際には存在しない下水道施設です。 
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下水道施設引継ぎに伴う竣工出来形平面図の記載方法 
1. 公共汚水桝設置の場合
・下水道台帳に公共汚水桝の記号を記載する。

・管種、上流マンホールからの距離、管径、本管から
公桝までの距離を記載する。

2. 下水道本管設置の場合
・下水道台帳に人孔の記号を記載する。

・下水道台帳に下水道本管の情報（完了年度、管径、管種、勾配、 
延長、地盤高、管底高）を記載する。

（地盤高及び管底高は TP 値でしてください） 
・人孔の位置を示す 3点のオフセットを記載する。
（人孔から境界杭等の距離を記載してください。）

200 
（鋼製耐荷重蓋） （小口径汚水桝） 

（1 号マンホールの場合） 

＜21＞ ○200 VU 48.00‰ 19.37 
  完了年度 管径 管種  勾配  延長 

10.703 9.773 
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200 

VU
 0.00 〇

150 8.00 

←管種  
←上流人孔中心からの距離（ⅿ） 

←管径（㎜）  

←本管から公桝までの距離（ⅿ） 

竣工出来形平面図は朱書きで下水道台帳に記載してください。 

（手書きでも可） 

7.50 

10.00 

11.25 

(西暦表記）


